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News Letter Vol.12   2017. 3. 10 第 12 号 
            発⾏：東京都杉並区⾼井⼾東 3-3-15-308「スマイリングホスピタルジャパン事務局」 

 Tel/Fax: 03-4296-5691  E-mail: info@smilinghpj.org  HP: http://www.smilinghpj.org 
 

ごあいさつ 
スマイリングホスピタルジャパンは５度⽬の春
を迎えました。 
昨年 11 ⽉に申請した認定 NPO 法⼈の最終結果
を２ヶ⽉先に控え、ちょうど５年前の 5 ⽉に神
奈川県⽴こども医療センターで初めて活動した
頃を思い出します。短期間でよくここまで来ら
れたね、という励ましの⾔葉に⽀えられ、気づ
けば理念を共にするアーティストやスタッフが
120 名を超えました。⽀えてくださるサポート
会員も 170 名に迫る勢いです。同じ⽬的意識を
持つ仲間が全国にいる、今⽇もどこかでスマイ
リングの誰かが⼦どもたちと笑ってる・・。 
⼩さい変化ではあっても、⾏動すること、仲間
がいることで⽣まれたての変化をどんどん⼤き
くすることができると実感した５年間でした。
まず動かなくては始まらない、とばかりの代表
の⾒切り発⾞を、不安ながらも趣旨に賛同して
応援してくださった⽅々、そして今も⽀え続け
てくださる⽅々のおかげです。 
この芽⽣えを⼤切に丁寧に、今年も育んでいけ
たらと思います。 
今号は新しくSHJアーティストによる漫画の連
載を始めました。最後までお読みくだされば幸
いです。                                                                                                               

スマイリングホスピタルジャパン 
スタッフ⼀同 

 

・ごあいさつ 
・2016 年 12 ⽉〜2017 年 2 ⽉活動報告 
・2016 年 12 ⽉〜2017 年 2 ⽉トピックス  
・主な予定 
・アーティストコメント 
・新連載！漫画でスマイリング！ 
・TOOTH FAIRY プロジェクト紹介 
・参加者の声                  
・団体概要アップデート  
・後記  
   

“Happiness Helps Healing” 
 

バルーンアート by 瞳＠神奈川県⽴ 
       こども医療センター 
 

みんなでボサノバ！bySatoko 
＠⽇⾚医療センター附属乳児院 
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　　　　合計活動数　79回 　　　合計参加人数　1315人
＊2016年12月1日～2017年2月28日（３か月間）
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                     ジャグリング・バルーンアート 徳島はっちー 
 
初めての SHJ 活動でまだ勝⼿は掴めていませんが、アシスタントや⼦どもたち、親御さん 
や病院スタッフの皆さんのお蔭で楽しみながら取り組むことができました。 今回伺ったと 
ころは思春期の⼦どもが多く、初めは無関⼼な⾵だったり⽬を合わせてくれなかったりし 
ましたが、僕にとってはいつものことなので気にせず。初めの気まずい空気⼤好き(笑) 。 
それでも芸や⾔葉がけを通じて⼦どもたちは少しずつ距離を縮めてくれ、いじってくれる 
ようになったり⽬も合わせてくれるようになったり。笑顔も⾒せてくれるようになりまし 
た。また、僕のことを同等にあるいは下に(笑)⾒てくれたのも嬉しかったです。友達にな 
れた！と(笑)。それから、プレイルームに出て来られない⼦たちの個室を訪問させてもら 
えたのも嬉しかったです。個室では特に芸をやるというより、お喋りをしたりスキンシッ 
プをとったり、そういうことでも引き出すことは可能なんだと実感できました。 
満⾯の笑顔を⾒せてくれた⼦、似顔絵を描いてくれた⼦、投げキッスをくれた⼦、デートの誘いを振ってくれた⼦
(笑)。 他にも“よかったこと”“嬉しかったこと”はたくさんあって、書ききれません。⽬に⾒える⾒えないに関わら
ず、⾊んな⽅から⾊んなものを頂きましたから。 ただ、また新しい課題に出会えたこと、新しい芸の⾒せ⽅やコミ
ュニケーション技術のヒントを発⾒できたことが凄く嬉しかったです。 これは病棟以外の普段のパフォーマンスで
も⾃分の⼒になると思います。 結局、当たり前かと思いますが、ボランティアをやってあげているなんて感覚は全
く無く、むしろ⾃分のほうが多くを与えられたなという感覚です。まず、こういう場や機会を頂けたことからして有
り難い。⼦どもたちからも、たくさん勉強させてもらいましたし、僕のほうこそ笑わせてもらいました。また皆に会
えたら嬉しいです。SHJ、素敵な活動だなと思います。今後とも宜しくお願い致します。  
課題 として・・・病棟であること、感染に対することが、芸をやっているとつい意識から外れてしまうことがあり
ました。やることは普段通りでも、場や対象者に合わせて⾒せ⽅や関わり⽅を⼯夫していかなければと実感していま
す。 また、⾼齢者介護の仕事もしているので、ある程度は消毒・感染に対して意識はあるつもりですが、更に繊細
な対応が求められるように感じましたし、病気や感染についての知識の習得も今後必要と思いました。特にジャグリ
ングは課題があるなと…。 与えられた 2 時間をどう使うのか、時間配分や構成の⼯夫も今後の課題です。 
 

活動の度に記録と振り返りのために報告書を作成しています。アーティスト、アシスタントの⽴場から感想や課
題、注意点、参加⼈数などを記し共有します。参加者が⼀⼈でも⼤勢でも、プレイルームでもベッドサイドでも、
アーティストはたくさんの引き出しから場にあった⼯夫をしています。 
今号から、“ある⽇のコメント”を紹介していきます。 

●「活動報告書」からコメントを紹介します。 

●新企画！漫画でスマイリング！第⼀弾 
最近登録したアーティスト三輪ゆうこ（アートセラピー、絵画、クラフト、陶芸）による連載漫画スタート！ 



  
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⻭の妖精「TOOTH FAIRY」プロジェクトについて 

スマイリングホスピタルジャパンは⽇本⻭科医師会の協賛により⽇本財団が実施する 
⻭の妖精「TOOTH FAIRY」フェアリーチャレンジキッズプロジェクトの⽀援を受けて 
活動しています。 

⻄洋では抜けた乳⻭を枕元に置いて寝ると夜中に⻭の妖精 TOOTH FAIRY がこっそりその⻭をもら
いに来て、お礼にプレゼントと交換していくと⾔い伝えられています。⼦どもたちはこのプレゼン
トをとても楽しみに眠るという、サンタクロースのような存在です。この儀式は、⽣えかわる永久
⻭が丈夫でありますようにという願いが込められており、⻄洋では⻭の⼤切さが昔から認識されて
いたということがわかります。 

⻭の妖精「TOOTH FAIRY」とは？ 

「TOOTH FAIRY」プロジェクトとは？ 

⻭の治療で役⽬を終えた⾦属も、⼦どもたちを喜ばせる素敵なプレゼントにかえられたら、という
思いからこのプロジェクトは始まりました。治療上抜去した不要な冠などの⾦属に含まれる⾦、
銀、パラジウム、プラチナをリサイクルした資⾦で、貧困や重い病気と闘う⼦どもたちを⽀援する
プロジェクトです。この活動に共感してくださった⻭科医師と患者さんの協⼒により進められてい
ます。 

どんな活動を⽀援しているの？ 

⼩児がん専⾨施設、難病児の訪問型レスパイトサービス、施設の改修、専⽤キャンプ場、家族での
旅⾏、クリニクラウンの育成、ファシリティドッグの実施、AYA 世代の⼩児がん患者へのサポー
ト、⼦どもホスピスとレスパイト活動実務者のネットワーク構築、啓発ドキュメンタリー映画の作
成、そしてアートを通した QOL の向上に取り組む団体（SHJ）など、「在宅療養を⽀える仕組み
作り」と、「⼦どもたちの夢を広げる体験提供」の２つの取り組みを対象としています。 

 
SHJ として・・ 

難病や重い障がいを持つ⼦どもたちへの治療の進
歩に伴い、在宅療養の充実の必要性がクローズア
ップされてきました。時代のニーズに沿うよう
に、SHJ は昨年夏、ご⾃宅にアートエンターテイ
メントを届ける事業を開始しました。 
 
プロジェクトの２つの理念に沿った SHJ の活動。 
全国津々浦々で頑張る⼦どもたちのもとへ、 
これからも広げていきます。 
参加者から嬉しいメッセージが届いています。 
次ページで紹介します！ 
 年間 300 を超える活動の実現、そして⼦どもたち、ご家族、医療現場の期待に応えるための活
動の質向上への取り組みは、TOOTH FAIRY プロジェクトの他に、FCA ジャパン（株）始め、
個⼈、企業、団体など多くの⽅々のご⽀援によるものです。⼼より感謝致します。 
 



●参加された職員の方の感想をいくつかご紹介します！
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名称  特定⾮営利活動法⼈スマイリング ホスピタル ジャパン   （略称：SHJ） 

設⽴ 任意団体として 2012 年 2 ⽉ 25 ⽇   法⼈設⽴ 2012 年 12 ⽉ 25 ⽇ 

所在地  〒168-0072 東京都杉並区⾼井⼾東 3 丁⽬ 3 番 15-308 
電話/Fax：03-4296-5691  その他連絡先：090-8894-2640   

活動⽬的  ⼊院闘病中の⼦どもたちが、わくわくするような楽しい時間を繰り返し持つことで、闘病意欲や⽣きる喜び
を持ち続け、回復に向けての活⼒を得られるよう、QOL の向上に寄与することを⽬的とする。  

活動内容  美術、⾳楽、マジック等のプロの芸術家が⼩児病院の病棟、病室を訪問し、クラフトワークショップ、マジ
ック、⾳楽会などを催す。⼦どもたちが活⼒や⾃信を取り戻せるように、作る、⼿品を覚える、⼀緒に歌う、
など参加型の活動にする。⾒通しを持って楽しみにできるように、定期的な活動とする。  
活動例：２時間の訪問時間中、前半は病室を出られる⼦ども対象に病棟プレイルームにて集団の活動、  
後半は病室、病床にて活動可能な⼦どもと個別活動をする。 

活動⽅針 ・個別訪問  ⼀⼈ひとりを⼤切に。 
・参加型活動  受け⾝ではなく⼦ども⾃⾝が主体的に。 
・定期訪問  ⾒通しを持って活動を楽しみにできるように。 
・本物のアート  質の⾼いクリエイティブな活動を。 

活動場所 
病院：17 
施設：14 

神奈川県⽴こども医療センター各病棟  
神奈川県⽴こども医療センター肢体不⾃由児施設 重症⼼⾝障害児施設 
⽇本⾚⼗字医療センター⼩児病棟   京都⼤学医学部附属病院⼩児病棟 
⽇本⾚⼗字医療センター附属乳児院 宮城県⽴こども病院各病棟 同拓桃館   ⽯巻⾚⼗字病院⼩児病棟 
⼤阪市⽴総合医療センター各⼩児病棟   療育室つばさ   慶応義塾⼤学病院各⼩児病棟   
淀川キリスト教病院ホスピス・こどもホスピス病院   静岡県⽴こども病院各病棟 
北海道道⽴⼦ども総合医療・療育センター   北海道⼤学病院⼩児病棟    
東京⼤学医学部附属病院各⼩児病棟  千葉県こども病院各病棟  新宿養護学校内ひまわり HAUS     
ドナルド・マクドナルド・ハウスせんだいハウス/おおさか すいたハウス/せたがやハウス   
東京⼥⼦医⼤筋ジストロフィー親⼦の会 すぎなみ重症⼼⾝障害児親⼦の会みかんぐみ 
あいち⼩児保健医療総合センター 重症⼼⾝障害児サポートなかのドリーム はる訪問看護ステーション 
名古屋⼤学医学部附属病院 広島県⽴障害者リハビリテーションセンター若草園 広島市⽴広島市⺠病院                      

年間活動数 322 回 （2016 年実績）  参加者数  延べ 6335 名 （2016 年実績） 

事業年度 10 ⽉ 1 ⽇〜9 ⽉ 30 ⽇   

役員  代表理事  松本惠⾥    理事 ⾼橋精⼀    理事 ⽮⽥美麗     
副代表理事 ⾕⼝幸路    理事 三原典⼦    理事 榎本江美加    監事   神津 理絵 

地区 
コーディネーター 

北海道：⽶澤倫⼦    ⽯巻：千葉淳⼦    仙台：松本惠⾥    千葉：⽮⽥美麗 
静岡：鈴⽊知⼦     愛知：榎本江美加   京都：⽥久朋寛    ⼤阪：⻄ 純江    
広島：狩⾕美穂     東京・神奈川：松本惠⾥          

事務局 13 名  アーティスト  110 名  活動アシスタント  10 名 

正会員 13 名  サポート会員  168 名 10 団体   

E-mail info@smilinghpj.org  ホームページ   http://www.smilinghpj.org 

銀⾏⼝座 ゆうちょ銀⾏ 名義：特定⾮営利活動法⼈スマイリングホスピタルジャパン 
       記号：10090 番号：74039541  （他⾏から：店名 00 ⼋ 店番 008 普通 7403954） 
みずほ銀⾏  名義：特定⾮営利活動法⼈スマイリングホスピタルジャパン 
       ⽀店：浜⽥⼭⽀店 預⾦種⽬：普通預⾦  ⼝座番号：1950697 

活動資⾦ 会費 個⼈・団体からの寄付 企業協賛   

協賛 （株）FCA ジャパン  
⽇本⻭科医師会 ⽇本財団  
FIT チャリティ・ラン 2015 他 

 

●スマイリングホスピタルジャパン概要（2017年 3月 1日現在） 

サポート会員、アーティスト・事務局・活動アシスタント・コーディネーターボランティア募集中！ 
詳しくはホームページをごらんください。 

＜お詫びと訂正＞前号の活動計算書の経常収益・事業収益④の数字が誤って 28,850 円となっておりました。正しくは 25,850 円
です。お詫びして訂正します。 
〜後記〜毎号、参加者やアーティストの感想などをご紹介しております。皆様に少しでも現場の雰囲気をお伝えできればと思って
います。この 3 ヶ⽉で神⼾のチャイルド・ケモ・ハウス、あすか⼭訪問看護ステーションに⾏ってきました。今後の活動に新たな
展望が開けそうです。こちらも随時ご報告してまいります！          スマイリングホスピタルジャパンスタッフ⼀同 
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